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第一部 【企業情報】

 

第１ 【企業の概況】

 

１ 【主要な経営指標等の推移】
 

 

回次
第３期

中間連結会計期間
第４期

 中間連結会計期間
第３期

会計期間
自 2023年４月１日
至 2023年９月30日

自 2024年４月１日
至 2024年９月30日

自 2023年４月１日
至 2024年３月31日

売上高 (千円) 10,993,830 11,498,846 22,722,736

経常利益 (千円) 20,283 120,476 374,139

親会社株主に帰属する中間（当期）
純利益又は親会社株主に帰属する中
間純損失(△)

(千円) △32,515 111,855 5,531

中間包括利益又は包括利益 (千円) △32,484 111,844 5,574

純資産額 (千円) 3,275,521 3,480,423 3,306,051

総資産額 (千円) 13,501,297 13,166,810 13,809,540

１株当たり中間（当期）純利益又は
１株当たり中間純損失(△)

(円) △13.06 43.61 2.21

潜在株式調整後１株当たり中間（当
期）純利益

(円) － 43.14 2.20

自己資本比率 (％) 24.2 26.4 23.9

営業活動による
キャッシュ・フロー

(千円) 810,024 174,101 1,594,470

投資活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △144,296 △217,435 △336,079

財務活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △620,758 △424,997 △610,324

現金及び現金同等物の
中間期末(期末)残高

(千円) 1,227,691 1,362,457 1,830,789
 

(注)１．当社は中間連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載して
おりません。

２．第３期中間連結会計期間の潜在株式調整後１株当たり中間純利益については、潜在株式は存在するものの、
１株当たり中間純損失であるため記載しておりません。

 

２ 【事業の内容】

当中間連結会計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要な変

更はありません。

なお、当中間連結会計期間より、報告セグメントの区分を変更しております。詳細は、「第４　経理の状況　１

中間連結財務諸表　注記事項（セグメント情報等）」の「当中間連結会計期間　４．報告セグメントの変更等に関

する事項」をご参照ください。

また、主要な関係会社の異動は以下の通りであります。

 
（子育て支援事業・介護事業）

前連結会計年度において連結の範囲に含めておりましたライフサポート（株）は、2024年４月１日に当社子会

社のミアヘルサ（株）を存続会社とする吸収合併により消滅したため、連結の範囲から除外しております。

 
この結果、2024年９月30日現在では、当社グループは、当社、子会社１社により構成されることとなりまし

た。
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第２ 【事業の状況】

 

１ 【事業等のリスク】

当中間連結会計期間において、当半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項のうち、経営者

が連結会社の財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況に重要な影響を与える可能性があると認識してい

る主要なリスクの発生又は前事業年度の有価証券報告書に記載した「事業等のリスク」についての重要な変更はあ

りません。

 

２ 【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当中間連結会計期間の末日現在において判断したものであります。

 
(1) 財政状態及び経営成績の状況

当中間連結会計期間（2024年４月１日～2024年９月30日）におけるわが国経済は、企業収益が好調に推移した

ことに加え、雇用・所得環境の改善等に伴い、景気は緩やかな回復基調で推移いたしましたが、地政学リスクを

背景とするエネルギー価格・原材料の高騰、円安の継続による物価上昇に加え、金利上昇による企業収益の影響

等、依然として景気の先行き不透明な状況が続いております。

このような状況の中、当社グループでは、2024年４月１日付で、当社連結子会社のミアヘルサ株式会社とライ

フサポート株式会社との間で、ミアヘルサ株式会社を存続会社とする吸収合併を行いました。

また、2024年６月10日付で公表しました2025年３月期を初年度とする「中期経営計画（３ヵ年）」を新たに策

定いたしました。中期経営計画の基本方針である「国の２大福祉政策である「子育て支援」・「高齢者支援」を

地域に展開する」を具現化すべく、事業部間連携によるシナジー効果を発揮することで成長戦略の加速及び、営

業利益率の向上による経営基盤の強化を図ってまいります。

業績につきましては、医薬事業において処方箋枚数が増加したことに加え、介護事業において2023年８月に開

設した「ホスピス対応型ホーム（定員61名）」の利用者数の増加が寄与したことで増収となりました。

利益面につきましては、医薬事業における薬価改定の影響があったものの、前連結会計年度に子育て支援事業

及び介護事業における不採算事業所の閉鎖による効率化が図られたことで増益となりました。

この結果、売上高11,498百万円（前年同期比4.6%増）、営業利益124百万円（前年同期比399.8%増）、経常利益

120百万円（前年同期比494.0%増）、親会社株主に帰属する中間純利益111百万円（前年同期比実績：親会社株主

に帰属する中間純損失32百万円）となりました。

 
 セグメントごとの経営成績は、次のとおりであります。

なお、当中間連結会計期間より、従来「保育事業」としていた報告セグメントの名称を「子育て支援事業」

に変更しております。当該変更は報告セグメントの名称変更のみであり、セグメント情報に与える影響はあり

ません。

 
①医薬事業

当中間連結会計期間において、2024年7月に医療モール型薬局（東京都立川市）１店舗を出店いたしました。

業績につきましては、処方箋枚数は、前連結会計年度及び、当中間連結会計期間に出店した新規出店効果に

より、前年同期比105.1％となりました。

処方箋単価につきましては、2024年４月に実施された調剤報酬改定・薬価改定の影響で低下いたしました

が、高額医薬品の処方箋枚数が増加したことに加え、後発医薬品調剤体制加算及び、「かかりつけ薬局」とし

てのサービスの充実等への取り組みを実施し、技術料の加算獲得に努めたことで、調剤報酬改定・薬価改定の

影響を最小限に留めることができました。

この結果、売上高4,711百万円（前年同期比3.6%増）、セグメント利益265百万円（前年同期比9.3%増）とな

りました。

なお、当中間連結会計期間末における調剤薬局店舗数は、43店舗（前連結会計年度末比＋１店舗）となりま

した。

 

EDINET提出書類

ミアヘルサホールディングス株式会社(E36714)

半期報告書

 3/26



 

②子育て支援事業

当中間連結会計期間において、認可保育園１園及び、学童クラブ１ヵ所を開設いたしました。

業績につきましては、既存保育園を中心に園児数が減少いたしましたが、2023年４月に開設した認可保育園

の園児数が増加したほか、2024年４月に開設した学童クラブ等の業績が寄与したことに加え、保育士等の適正

人員の配置を図ったことで加算獲得に努めてまいりました。

また、2024年３月末に不採算であった東京都認証保育園の閉園により効率化が図られたことで、採算性が向

上いたしました。

この結果、売上高4,571百万円（前年同期比3.7%増）、セグメント利益364百万円（前年同期比12.7%増）とな

りました。

なお、当中間連結会計期間末における運営事業所数は、79事業所（前連結会計年度末比＋２事業所）となり

ました。

 
③介護事業

業績につきましては、2023年８月に開設した「ホスピス対応型ホーム（定員61名）」のサービス付き高齢者

向け住宅（併設事業所３事業所（居宅介護支援事業所１事業所、訪問介護事業所１事業所、訪問看護事業所１

事業所）の利用者数が増加したことに加え、入居者・利用者数の獲得に向けた営業活動を引続き強化したこと

により、サービス付き高齢者向け住宅の入居者数及び、併設事業所の利用者数も高稼働率で推移したことで増

収となりました。

また、前連結会計年度に実施した不採算事業所の閉鎖により、採算性が改善されたことで、赤字幅縮小とな

りました。

この結果、売上高1,771百万円（前年同期比10.4%増）、セグメント損失21百万円（前年同期実績：セグメン

ト損失85百万円）となりました。

なお、当中間連結会計期間末における介護事業所数・施設数は、65事業所（前連結会計年度末比±０事業

所）となりました。

 
④その他（食品事業）

学校給食部門の業績につきましては、物価上昇の影響があったことで、低調に推移いたしました。

また、当社がフランチャイジーとして店舗展開している銀のさら（３店舗）の業績につきましては、宅配食

ニーズの落込みにより顧客数は減少したものの、物価高騰を反映した価格改定による顧客単価の上昇により、

堅調に推移いたしました。

この結果、売上高443百万円（前年同期比3.1%増）、セグメント利益9百万円（前年同期比65.4%増）となりま

した。

 
（資産）

当中間連結会計期間における流動資産は、4,828百万円となり、前連結会計年度末に比べ625百万円減少いた

しました。これは主に、現金及び預金が497百万円、売掛金が246百万円減少したことによるものであります。

固定資産は、8,338百万円となり、前連結会計年度末に比べ17百万円減少いたしました。これは主に、有形固

定資産が11百万円、無形固定資産が7百万円減少したことによるものであります。

この結果、総資産は、13,166百万円となり、前連結会計年度末に比べ642百万円減少いたしました。

 
（負債）

当中間連結会計期間における流動負債は、6,315百万円となり、前連結会計年度末に比べ529百万円減少いた

しました。これは主に、未払金が207百万円、短期借入金が120百万円、買掛金が118百万円減少したことによる

ものであります。

固定負債は、3,370百万円となり、前連結会計年度末に比べ287百万円減少いたしました。これは主に、長期

借入金が263百万円減少したことによるものであります。

この結果、負債合計は、9,686百万円となり、前連結会計年度末に比べ817百万円減少いたしました。

 
（純資産）

当中間連結会計期間における純資産は、3,480百万円となり、前連結会計年度末に比べ174百万円増加いたし

ました。これは主に、資本金及び資本剰余金が、新株予約権の行使により、それぞれ53百万円増加したこと、

および利益剰余金が、親会社株主に帰属する中間純利益の計上により111百万円増加し、配当金の支払いにより

42百万円減少したことによるものであります。

この結果、自己資本比率は26.4％(前連結会計年度末は23.9％)となりました。
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(2) キャッシュ・フローの状況

当中間連結会計期間における現金及び現金同等物（以下「資金」といいます。）は、前連結会計年度末と比較

して468百万円減少し、1,362百万円となりました。

当中間連結会計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。

 
（営業活動によるキャッシュ・フロー）

営業活動の結果、得られた資金は174百万円（前年同期は810百万円の収入）となりました。主な増加要因

は、減価償却費273百万円、売上債権の減少額246百万円、税金等調整前中間純利益168百万円であり、主な減少

要因は、未払金の減少額280百万円、仕入債務の減少額118百万円であります。

 
（投資活動によるキャッシュ・フロー）

投資活動の結果、使用した資金は217百万円（前年同期は144百万円の支出）となりました。主な減少要因

は、有形及び無形固定資産の取得による支出230百万円であります。

 
（財務活動によるキャッシュ・フロー）

財務活動の結果、使用した資金は424百万円（前年同期は620百万円の支出）となりました。主な増加要因

は、新株予約権の行使による株式の発行による収入105百万円であり、主な減少要因は、長期借入金の返済によ

る支出339百万円、短期借入金の減少額120百万円、配当金の支払額42百万円であります。

 
(3) 経営方針・経営戦略等及び経営上の目標の達成状況を判断するための客観的な指標等

当中間連結会計期間において、当社が定めている経営方針・経営戦略等について重要な変更はありません。

 
(4) 優先的に対処すべき事業上及び財務上の課題

当中間連結会計期間において、当社の優先的に対処すべき事業上及び財務上の課題について重要な変更はありま

せん。

 
(5) 研究開発活動

当中間連結会計期間における研究開発費の支出はありません。

なお、当中間連結会計期間において、当社の研究開発活動の状況に重要な変更はありません。

 
３ 【経営上の重要な契約等】

当中間連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。
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第３ 【提出会社の状況】

 

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

 

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 9,800,000

計 9,800,000
 

 
② 【発行済株式】

 

種類
中間会計期間末
現在発行数(株)
(2024年９月30日)

提出日現在
発行数(株)

(2024年11月11日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 2,634,300 2,675,300

東京証券取引所
 (スタンダード市場)
 名古屋証券取引所

(メイン市場)

完全議決権株式で
あり、権利内容に
何ら限定のない、
当社における標準
となる株式であり
ます。
単元株式数は100株
です。

計 2,634,300 2,675,300 ― ―
 

(注)　提出日現在発行数には、2024年11月１日からこの半期報告書提出日までの新株予約権の行使により発行された

株式数は、含まれておりません。

なお、当社株式は、2024年８月29日付で名古屋証券取引所メイン市場に重複上場いたしました。

 
(2) 【新株予約権等の状況】

① 【ストックオプション制度の内容】

該当事項はありません。

 

② 【その他の新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

(4) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

 

年月日
発行済株式
総数増減数

(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

2024年４月１日～
2024年９月30日

107,000 2,634,300 53,043 371,764 53,043 71,764
 

注）１．新株予約権の権利行使による増加であります。

２．2024年10月１日から2024年10月31日の間に、新株予約権の行使により、発行済株式総数が41,000株、資本金

及び資本準備金がそれぞれ20,279千円増加しております。
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(5) 【大株主の状況】

2024年９月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数

(株)

発行済株式
(自己株式を
除く。)の

総数に対する
所有株式数
の割合(％)

株式会社スリーユ 東京都新宿区富久町５-６ 786,100 29.84

青木　勇 東京都新宿区 547,000 20.76

グリーンホスピタルサプライ株式
会社

大阪府吹田市春日３丁目20-８ 100,000 3.79

アルフレッサ株式会社 東京都千代田区内神田１丁目12番１号 100,000 3.79

青木　文恵 東京都新宿区 60,000 2.27

ミアヘルサ従業員持株会 東京都新宿区市谷仲之町３番19号 57,400 2.17

門倉　優里 神奈川県横浜市中区 40,000 1.51

青木　友紀 東京都新宿区 40,000 1.51

銭本　政己 東京都新宿区 21,000 0.79

山口　洋 愛知県名古屋市名東区 18,400 0.69

計 ― 1,769,900 67.18
 

 
(6) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

   2024年９月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等) 100 ― ―

完全議決権株式(その他)
普通株式

26,334 ―
2,633,400

単元未満株式
普通株式

― ―
800

発行済株式総数 2,634,300 ― ―

総株主の議決権 ― 26,334 ―
 

(注) 単元未満株式の中には自己株式21株が含まれております。

 
② 【自己株式等】

    2024年９月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数

(株)

他人名義
所有株式数

(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

ミアヘルサホールディング
ス株式会社

東京都新宿区市谷仲之町３
番19号

100 ― 100 0.00

計 ― 100 ― 100 0.00
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２ 【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書提出日後、当中間会計期間における役員の異動はありません。
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第４ 【経理の状況】

 

１．中間連結財務諸表の作成方法について

当社の中間連結財務諸表は、「連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(1976年大蔵省令第28号。以

下「連結財務諸表規則」という。)に基づいて作成しております。

また、当社は、金融商品取引法第24条の５第１項の表の第１号の上欄に掲げる会社に該当し、連結財務諸表規則第

１編及び第３編の規定により第１種中間連結財務諸表を作成しております。

 

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、中間連結会計期間(2024年４月１日から2024年９月30

日まで)に係る中間連結財務諸表について、史彩監査法人による期中レビューを受けております。
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１ 【中間連結財務諸表】

(1) 【中間連結貸借対照表】

           (単位：千円)

          
前連結会計年度
(2024年３月31日)

当中間連結会計期間
(2024年９月30日)

資産の部   

 流動資産   

  現金及び預金 1,898,894 1,401,262

  売掛金 2,565,686 2,318,741

  商品 341,408 374,031

  貯蔵品 18,207 23,518

  未収入金 193,340 218,499

  その他 439,316 495,194

  貸倒引当金 △2,743 △2,743

  流動資産合計 5,454,110 4,828,503

 固定資産   

  有形固定資産   

   建物（純額） 4,710,713 4,726,121

   構築物（純額） 92,561 88,289

   工具、器具及び備品（純額） 352,936 342,612

   土地 796,673 796,673

   リース資産（純額） 231,072 220,376

   建設仮勘定 14,633 12,624

   その他（純額） 0 0

   有形固定資産合計 6,198,589 6,186,697

  無形固定資産   

   借地権 204,360 204,360

   ソフトウエア 19,480 44,265

   のれん 215,147 183,301

   その他 74 74

   無形固定資産合計 439,063 432,002

  投資その他の資産   

   長期前払費用 94,946 73,292

   繰延税金資産 5,058 5,058

   差入保証金 1,035,840 1,048,091

   投資不動産（純額） 169,551 164,704

   その他 412,377 428,460

   投資その他の資産合計 1,717,776 1,719,607

  固定資産合計 8,355,429 8,338,307

 資産合計 13,809,540 13,166,810
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           (単位：千円)

          
前連結会計年度
(2024年３月31日)

当中間連結会計期間
(2024年９月30日)

負債の部   

 流動負債   

  買掛金 2,472,627 2,353,717

  短期借入金 ※１  1,820,000 ※１  1,700,000

  １年内償還予定の社債 21,000 21,000

  １年内返済予定の長期借入金 ※２  649,526 ※２  572,964

  リース債務 34,931 34,669

  未払金 530,036 322,098

  未払費用 674,487 641,302

  未払法人税等 74,814 63,570

  預り金 75,286 51,584

  契約負債 19,490 63,918

  資産除去債務 8,900 -

  賞与引当金 431,196 458,221

  その他 32,476 32,476

  流動負債合計 6,844,772 6,315,524

 固定負債   

  社債 13,500 3,000

  長期借入金 ※２  1,602,843 ※２  1,339,743

  リース債務 267,262 250,186

  繰延税金負債 665,765 665,765

  資産除去債務 1,012,897 1,030,672

  その他 96,448 81,496

  固定負債合計 3,658,716 3,370,862

 負債合計 10,503,489 9,686,387

純資産の部   

 株主資本   

  資本金 318,721 371,764

  資本剰余金 535,722 588,765

  利益剰余金 2,450,190 2,519,082

  自己株式 △100 △149

  株主資本合計 3,304,533 3,479,463

 その他の包括利益累計額   

  その他有価証券評価差額金 139 128

  その他の包括利益累計額合計 139 128

 新株予約権 1,378 832

 純資産合計 3,306,051 3,480,423

負債純資産合計 13,809,540 13,166,810
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(2) 【中間連結損益計算書及び中間連結包括利益計算書】

【中間連結損益計算書】

           (単位：千円)

          前中間連結会計期間
(自　2023年４月１日
　至　2023年９月30日)

当中間連結会計期間
(自　2024年４月１日
　至　2024年９月30日)

売上高 10,993,830 11,498,846

売上原価 10,079,772 10,500,852

売上総利益 914,058 997,994

販売費及び一般管理費 ※１  889,107 ※１  873,300

営業利益 24,950 124,693

営業外収益   

 受取利息 38 197

 受取配当金 130 130

 賃貸収入 33,398 33,241

 補助金収入 1,326 500

 その他 12,631 11,254

 営業外収益合計 47,525 45,323

営業外費用   

 支払利息 15,573 16,873

 社債利息 120 60

 賃貸原価 32,169 29,580

 その他 4,327 3,025

 営業外費用合計 52,191 49,540

経常利益 20,283 120,476

特別利益   

 設備等補助金収入 - 52,740

 受取補償金 - 15,000

 特別利益合計 - 67,740

特別損失   

 減損損失 - ※２  20,131

 固定資産除却損 0 -

 閉鎖事業所関連費 2,582 -

 補助金返還損 17,350 -

 解約違約金 ※３  40,000 -

 特別損失合計 59,932 20,131

税金等調整前中間純利益又は税金等調整前中間純損
失（△）

△39,648 168,085

法人税等 △7,132 56,230

中間純利益又は中間純損失（△） △32,515 111,855

親会社株主に帰属する中間純利益又は親会社株主に
帰属する中間純損失（△）

△32,515 111,855
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【中間連結包括利益計算書】

           (単位：千円)

          前中間連結会計期間
(自　2023年４月１日
　至　2023年９月30日)

当中間連結会計期間
(自　2024年４月１日
　至　2024年９月30日)

中間純利益又は中間純損失（△） △32,515 111,855

その他の包括利益   

 その他有価証券評価差額金 31 △11

 その他の包括利益合計 31 △11

中間包括利益 △32,484 111,844

（内訳）   

 親会社株主に係る中間包括利益 △32,484 111,844

 非支配株主に係る中間包括利益 - -
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(3) 【中間連結キャッシュ・フロー計算書】

           (単位：千円)

          前中間連結会計期間
(自　2023年４月１日
　至　2023年９月30日)

当中間連結会計期間
(自　2024年４月１日
　至　2024年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー   

 
税金等調整前中間純利益又は税金等調整前中間
純損失（△）

△39,648 168,085

 減価償却費 285,858 273,241

 減損損失 - 20,131

 のれん償却額 31,846 31,846

 賞与引当金の増減額（△は減少） 9,018 27,025

 貸倒引当金の増減額（△は減少） △13 -

 受取利息及び受取配当金 △169 △328

 支払利息及び社債利息 15,694 16,934

 設備等補助金収入 - △52,740

 受取補償金 - △15,000

 売上債権の増減額（△は増加） 82,789 246,945

 棚卸資産の増減額（△は増加） △5,979 △37,933

 未収入金の増減額（△は増加） 15,524 24,565

 仕入債務の増減額（△は減少） △116,232 △118,910

 未払金の増減額（△は減少） 44,400 △280,053

 未払費用の増減額（△は減少） 131,387 △33,184

 その他 86,688 △33,023

 小計 541,164 237,602

 利息及び配当金の受取額 169 328

 利息の支払額 △15,694 △16,934

 設備等補助金の入金額 343,734 3,015

 補償金の受取額 - 15,000

 法人税等の支払額又は還付額（△は支払） △59,348 △64,910

 営業活動によるキャッシュ・フロー 810,024 174,101

投資活動によるキャッシュ・フロー   

 定期預金の預入による支出 △15,080 △17,480

 定期預金の払戻による収入 48,000 35,000

 有形及び無形固定資産の取得による支出 △101,990 △230,236

 敷金及び保証金の回収による収入 7,988 4,538

 敷金及び保証金の差入による支出 △19,822 △16,788

 建設協力金の回収による収入 8,617 8,627

 資産除去債務の履行による支出 △78,252 △5,170

 その他 6,242 4,073

 投資活動によるキャッシュ・フロー △144,296 △217,435

財務活動によるキャッシュ・フロー   

 短期借入金の増減額（△は減少） △450,000 △120,000

 長期借入れによる収入 200,000 -

 長期借入金の返済による支出 △301,226 △339,662

 社債の償還による支出 △20,500 △10,500

 配当金の支払額 △42,294 △42,987

 新株予約権の行使による株式の発行による収入 11,020 105,540

 ファイナンス・リース債務の返済による支出 △19,318 △17,338

 その他 1,560 △48

 財務活動によるキャッシュ・フロー △620,758 △424,997

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 44,969 △468,331

現金及び現金同等物の期首残高 1,182,721 1,830,789

現金及び現金同等物の中間期末残高 ※  1,227,691 ※  1,362,457
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【注記事項】

(中間連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理)

 
当中間連結会計期間

 (自 2024年４月１日 至 2024年９月30日)

税金費用の計算

 
税金費用については、当中間連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期

純利益に対する税効果会計適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前中間純

利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。
 

 
(中間連結貸借対照表関係)

※１　当座貸越契約及びコミットメントライン契約

当社の連結子会社（ミアヘルサ㈱）は、運転資金の効率的な調達を行うため取引銀行８行と当座貸越契約及び

コミットメントライン契約を締結しております。これら契約に基づく借入未実行残高は次のとおりであります。

 

 
前連結会計年度
(2024年３月31日)

当中間連結会計期間
(2024年９月30日)

当座貸越極度額及び
コミットメントライン契約の総額

3,300,000千円 3,300,000千円

借入実行残高 1,620,000 〃 1,500,000 〃

　差引額 1,680,000千円 1,800,000千円
 

上記のコミットメントライン契約（当中間連結会計期間末残高50,000千円）について、以下の財務制限条項が

付されております。

①2022年３月31日以降の決算期の末日における連結の貸借対照表における純資産の部（資本の部）の金額を前

年同期比75％以上に維持すること。

②2022年３月31日以降の決算期における連結の損益計算書に示される経常損益を損失とならないようにするこ

と。
 

※２　財務制限条項

当社の連結子会社（ミアヘルサ㈱）は、株式会社三井住友銀行をアレンジャー、株式会社みずほ銀行及び株式

会社三菱UFJ銀行をコ・アレンジャーとする既存取引銀行（計６行）にて、シンジケートローン契約を締結してお

ります。この契約には以下の財務制限条項が付されております。

①2022年３月期末日及びそれ以降の各事業年度末日における単体の貸借対照表に記載される純資産の部の合計

金額を、2021年３月期末日における単体の貸借対照表に記載される純資産の部の合計金額の75％に相当する

金額、又は直近の事業年度末日における単体の貸借対照表に記載される純資産の部の合計金額の75％に相当

する金額のうち、いずれか高いほうの金額以上に維持すること。

②2022年３月期末日及びそれ以降の各連結会計年度末日における連結貸借対照表に記載される純資産の部の合

計金額を、2021年３月期末日における連結貸借対照表に記載される純資産の部の合計金額の75％に相当する

金額、又は直近の連結会計年度末日における連結貸借対照表に記載される純資産の部の合計金額の75％に相

当する金額のうち、いずれか高いほうの金額以上に維持すること。

③2022年３月期末日及びそれ以降の各事業年度末日における単体の損益計算書に記載される経常損益を２期連

続して損失としないこと。

④2022年３月期末日及びそれ以降の各連結会計年度末日における連結損益計算書に記載される経常損益を２期

連続して損失としないこと。

⑤2022年３月期末日及びそれ以降の各事業年度末日における単体の貸借対照表に記載される有利子負債の合計

金額を、単体の損益計算書に記載される営業損益、受取利息、受取配当金及び減価償却費（のれん償却費を

含む。）の合計金額で除した割合が10倍を超えないこと。

⑥2022年３月期末日及びそれ以降の各連結会計年度末日における連結貸借対照表に記載される有利子負債の合

計金額を、連結損益計算書における営業利益、受取利息、受取配当金、及び連結キャッシュ・フロー計算書

における減価償却費（のれん償却費を含む。）の合計金額で除した割合が10倍を超えないこと。

⑦2022年３月期末日及びそれ以降の各事業年度末日における借入人（ミアヘルサ㈱）の配当性向を30％以内に

維持すること。
 

なお、当中間連結会計期間末における財務制限条項の対象となる借入金残高は１年内返済予定の長期借入金

200,000千円、長期借入金850,000千円となっております。

 
(中間連結損益計算書関係)
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※１ 販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は、次のとおりであります。

 

 
前中間連結会計期間
(自 2023年４月１日
　至 2023年９月30日)

当中間連結会計期間
(自 2024年４月１日
　至 2024年９月30日)

役員報酬 74,009千円 75,754千円

給料手当 311,438 〃 306,188 〃

退職給付費用 11,989 〃 10,384 〃

賞与引当金繰入額 51,138 〃 42,939 〃
 

 
※２　 減損損失

前中間連結会計期間(自　2023年４月１日　至　2023年９月30日)

該当事項はありません。

 
当中間連結会計期間(自　2024年４月１日　至　2024年９月30日)

当社グループは、以下の資産グループについて減損損失を計上いたしました。

 
場　所 主な用途 種　類 減損損失（千円）

東京都(１事業所)
子育て支援事業所

用資産
建物附属設備、工具、器具及び備品、
ソフトウエア

20,131

合　　　計 20,131
 

当社グループは、単独でキャッシュ・フローを生み出す最小の事業単位として、店舗及び事業所等を基本単位

とした資産のグルーピングを行っております。

営業活動から生ずる損益が継続してマイナスである資産グループ及び閉鎖等により既存の投資回収が困難に

なった資産グループのうち、回収可能価額が帳簿価額を下回るものについて、帳簿価額を回収可能価額まで減額

し、当該減少額を減損損失（20,131千円）として特別損失に計上しました。その内訳は、建物附属設備18,977千

円、工具、器具及び備品1,154千円、ソフトウエア０千円であります。

なお、当資産グループの回収可能価額は、使用価値により測定しており、将来キャッシュ・フローがマイナス

と見込まれるため、回収可能価額を零と評価しております。

 
※３　 解約違約金

前中間連結会計期間（自　2023年４月１日　至　2023年９月30日）

介護事業所を閉鎖したことに伴う、賃貸借契約の解約違約金を特別損失に計上しています。

 
(中間連結キャッシュ・フロー計算書関係)

※　　現金及び現金同等物の中間期末残高と中間連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係は、次のとお

りであります。

 

 
前中間連結会計期間
(自 2023年４月１日
至 2023年９月30日)

当中間連結会計期間
(自 2024年４月１日
至 2024年９月30日)

現金及び預金 1,278,196千円 1,401,262千円

預入期間が３か月を超える定期預金 △50,504 〃 △38,805 〃

現金及び現金同等物 1,227,691千円 1,362,457千円
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(株主資本等関係)

前中間連結会計期間（自　2023年４月１日　至　2023年９月30日）

 

１．配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額

(千円)
１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

2023年６月27日
定時株主総会

普通株式 42,306 17.0 2023年３月31日 2023年６月28日 利益剰余金
 

 

２．基準日が当中間連結会計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当中間連結会計期間の末日後となるもの

決議 株式の種類
配当金の総額

(千円)
１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

2023年10月16日
取締役会

普通株式 32,528 13.0 2023年９月30日 2023年12月１日 利益剰余金
 

 

当中間連結会計期間（自　2024年４月１日　至　2024年９月30日）

 

１．配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額

(千円)
１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

2024年６月27日
定時株主総会

普通株式 42,962 17.0 2024年３月31日 2024年６月28日 利益剰余金
 

 

２．基準日が当中間連結会計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当中間連結会計期間の末日後となるもの

決議 株式の種類
配当金の総額

(千円)
１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

2024年10月15日
取締役会

普通株式 34,244 13.0 2024年９月30日 2024年12月３日 利益剰余金
 

 

３．株主資本の著しい変動

当中間連結会計期間において、新株予約権の行使により資本金53,043千円、資本準備金53,043千円がそれぞれ増加

しております。

この結果、当中間連結会計期間末において、資本金が371,764千円、資本剰余金が588,765千円となっております。
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

　前中間連結会計期間（自　2023年４月１日　至　2023年９月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（単位：千円）

　

報告セグメント

その他
（注）１

合計
調整額
（注）２

中間連結
損益計算書
計上額
（注）３医薬事業

子育て支援
事業

介護事業 計

売上高         

外部顧客への
売上高

4,547,562 4,410,668 1,605,095 10,563,326 430,503 10,993,830 － 10,993,830

セグメント間
の内部売上高
又は振替高

－ － － － 21,731 21,731 △21,731 －

計 4,547,562 4,410,668 1,605,095 10,563,326 452,234 11,015,561 △21,731 10,993,830

セグメント利益
又は損失(△)

243,145 323,134 △85,719 480,559 5,949 486,508 △461,558 24,950
 

(注) １．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、食品事業を含んでおり

ます。

２．セグメント利益又は損失(△)の「調整額」の区分には、各報告セグメントに配分していない全社費

用461,558千円が含まれております。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であり

ます。

３．セグメント利益又は損失(△)は、中間連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 
２．報告セグメントごとの資産に関する情報

該当事項はありません。

 
３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。

 
　当中間連結会計期間（自　2024年４月１日　至　2024年９月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（単位：千円）

　

報告セグメント

その他
（注）１

合計
調整額
（注）２

中間連結
損益計算書
計上額
（注）３医薬事業

子育て支援
事業

介護事業 計

売上高         

外部顧客への
売上高

4,711,474 4,571,702 1,771,867 11,055,044 443,802 11,498,846 － 11,498,846

セグメント間
の内部売上高
又は振替高

－ － － － 24,343 24,343 △24,343 －

計 4,711,474 4,571,702 1,771,867 11,055,044 468,145 11,523,190 △24,343 11,498,846

セグメント利益
又は損失(△)

265,853 364,296 △21,895 608,254 9,838 618,092 △493,398 124,693
 

(注) １．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、食品事業を含んでおり

ます。

２．セグメント利益又は損失(△)の「調整額」の区分には、各報告セグメントに配分していない全社費

用493,398千円が含まれております。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であり

ます。

３．セグメント利益又は損失(△)は、中間連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 
２．報告セグメントごとの資産に関する情報
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該当事項はありません。

 
３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

（固定資産に係る重要な減損損失）

「子育て支援事業」セグメントにおいて、保育事業用資産に係る減損損失を計上しております。なお、減損

損失の計上額は、当中間連結会計期間において20,131千円であります。

 
４．報告セグメントの変更等に関する事項

(1) 報告セグメントの名称の変更

当中間連結会計期間より、従来「保育事業」としていた報告セグメントの名称を「子育て支援事業」に変更

しております。この変更は報告セグメントの名称変更のみであり、セグメント情報に与える影響はありませ

ん。

これに伴い、前中間連結会計期間のセグメント情報は、変更後のセグメント名称で記載しております。

 
(2) 報告セグメントの利益又は損失の算定方法の変更

当中間連結会計期間より、連結子会社間の合併に伴い、管理費用等の配分方法を見直すとともに、子育て支

援事業に配分していた費用のうち一部については、全社費用として「調整額」に含めて開示する方法に変更し

ております。

これに伴い、前中間連結会計期間のセグメント情報については、変更後のセグメント利益又は損失の算定方

法により作成したものを記載しております。
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(収益認識関係)

当社グループの売上高は、顧客との契約から生じる収益であり、当社グループの報告セグメントを財又はサー

ビスの種類別に分解した場合の内訳は、以下のとおりです。
 

　前中間連結会計期間（自　2023年４月１日　至　2023年９月30日）

（単位：千円）

 

報告セグメント

その他
(注)

合計

医薬事業
子育て支援

事業
介護事業 計

保険調剤 4,523,920 ― ― 4,523,920 ― 4,523,920

介護保険サービス ― ― 943,103 943,103 ― 943,103

高齢者住宅賃料・食事代等 ― ― 409,576 409,576 ― 409,576

認可保育園 ― 3,398,904 ― 3,398,904 ― 3,398,904

その他 23,641 1,011,764 252,415 1,287,821 430,503 1,718,324

顧客との契約から生じる収益 4,547,562 4,410,668 1,605,095 10,563,326 430,503 10,993,830

その他収益 ― ― ― ― ― ―

外部顧客への売上高 4,547,562 4,410,668 1,605,095 10,563,326 430,503 10,993,830
 

(注) 「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、食品事業を含んでおります。
 

　当中間連結会計期間（自　2024年４月１日　至　2024年９月30日）

（単位：千円）

 

報告セグメント

その他
(注)

合計

医薬事業
子育て支援

事業
介護事業 計

保険調剤 4,690,140 ― ― 4,690,140 ― 4,690,140

介護保険サービス ― ― 996,511 996,511 ― 996,511

高齢者住宅賃料・食事代等 ― ― 440,284 440,284 ― 440,284

認可保育園 ― 3,540,683 ― 3,540,683 ― 3,540,683

その他 21,333 1,031,018 335,071 1,387,423 443,802 1,831,226

顧客との契約から生じる収益 4,711,474 4,571,702 1,771,867 11,055,044 443,802 11,498,846

その他収益 ― ― ― ― ― ―

外部顧客への売上高 4,711,474 4,571,702 1,771,867 11,055,044 443,802 11,498,846
 

(注) 「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、食品事業を含んでおります。

なお、当中間連結会計期間より、従来「保育事業」としていた報告セグメントの名称を「子育て支援事

業」に変更しております。この変更は報告セグメントの名称変更のみであり、セグメント情報に与える影

響はありません。これに伴い、前中間連結会計期間の顧客との契約から生じる収益を分解した情報は、変

更後のセグメント名称で記載しております。
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(企業結合等関係)

共通支配下の取引等

（連結子会社間の吸収合併）

当社は、2023年２月14日開催の取締役会において、当社の連結子会社であるミアヘルサ株式会社を吸収合

併存続会社、同社の子会社で当社の連結子会社（当社の孫会社）であるライフサポート株式会社を吸収合併

消滅会社とする吸収合併を行うことを決議し、2024年４月１日付でミアヘルサ株式会社及びライフサポート

株式会社は合併いたしました。概要は、次のとおりであります。

 
１．取引の概要

(1) 結合当事企業の名称及び事業の内容

① 結合企業

名　　　称：ミアヘルサ株式会社

事業の内容：医薬事業、子育て支援事業、介護事業、食品事業の運営

② 被結合企業

名　　　称：ライフサポート株式会社

事業の内容：保育園、学童保育施設、介護施設の運営等

(2) 企業結合日

2024年４月１日

(3) 企業結合の法的形式

ミアヘルサ株式会社を存続会社、ライフサポート株式会社を消滅会社とする吸収合併

(4) 結合後企業の名称

ミアヘルサ株式会社

(5) その他取引の概要に関する事項

本合併は、グループ一丸となって迅速かつ効率的に事業運営を行っていくことが重要であるとの認識に

基づき、保育施設（認可・認証保育所、学童クラブ等）及び、高齢者住宅等を運営しているライフサポー

ト株式会社を、当社の完全子会社であるミアヘルサ株式会社に吸収合併することで、グループ全体として

の管理機能の強化及び、業務の効率化を図ることを目的としております。

 
２．実施した会計処理の概要

「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号　2019年１月16日）及び「企業結合会計基準及び

事業分離等会計基準に関する適用指針」（企業会計基準適用指針第10号　2019年１月16日）に基づき、共

通支配下の取引として処理しております。

 

EDINET提出書類

ミアヘルサホールディングス株式会社(E36714)

半期報告書

21/26



 

(１株当たり情報)

１株当たり中間純利益又は１株当たり中間純損失及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 

項目
前中間連結会計期間

(自 2023年４月１日
至 2023年９月30日)

当中間連結会計期間
(自 2024年４月１日
至 2024年９月30日)

１株当たり中間純利益又は
１株当たり中間純損失(△)

△13円06銭 43円61銭

(算定上の基礎)   

親会社株主に帰属する中間純利益又は親会社株主に帰
属する中間純損失(△)(千円)

△32,515 111,855

　普通株主に帰属しない金額(千円) － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する中間純利益又は
親会社株主に帰属する中間純損失(△)(千円)

△32,515 111,855

 普通株式の期中平均株式数(株) 2,490,502 2,564,728

潜在株式調整後１株当たり中間純利益 － 43円14銭

(算定上の基礎)   

　親会社株主に帰属する中間純利益調整額(千円) － －

　普通株式増加数(株) － 28,352

(うち新株予約権(株)) － (28,352)

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当たり
中間純利益の算定に含めなかった潜在株式で、前事業年
度末から重要な変動があったものの概要

― ―

 

(注) 前中間連結会計期間の潜在株式調整後１株当たり中間純利益については、潜在株式は存在するものの、１株当た

り中間純損失であるため記載しておりません。

 

(重要な後発事象)

（新株予約権の行使）

2024年10月１日から2024年11月８日までの間に、第４回新株予約権及び第６回新株予約権について権利行使が

ありました。当該新株予約権の権利行使の概要は以下のとおりであります。

 
第４回新株予約権

１． 行使された新株予約権の個数  100個

２． 発行した株式の種類及び株式数 普通株式 1,000株

３． 資本金増加額  175千円

４． 資本準備金増加額  175千円
 

 

第６回新株予約権

１． 行使された新株予約権の個数  400個

２． 発行した株式の種類及び株式数 普通株式 40,000株

３． 資本金増加額  20,104千円

４． 資本準備金増加額  20,104千円
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２ 【その他】

第４期（2024年４月１日から2025年３月31日まで）中間配当について、2024年10月15日開催の取締役会において、

2024年９月30日の株主名簿に記録された株主に対し、次のとおり中間配当を行うことを決議いたしました。

①　配当金の総額                              　 34,244千円

②　１株当たりの金額      　                       13円00銭

③　支払請求権の効力発生日及び支払開始日  　　2024年12月３日

 

EDINET提出書類

ミアヘルサホールディングス株式会社(E36714)

半期報告書

23/26



第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

 

該当事項はありません。
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独立監査人の中間連結財務諸表に対する期中レビュー報告書
　

2024年11月11日

ミアヘルサホールディングス株式会社

取締役会  御中

 

史彩監査法人

東京都港区
 

 
指定社員

業務執行社員
 公認会計士 伊　　藤　　　　　肇  

 

 
指定社員

業務執行社員
 公認会計士 田　　和　　大　　人  

 

 
監査人の結論

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているミアヘルサホー

ルディングス株式会社の2024年４月１日から2025年３月31日までの連結会計年度の中間連結会計期間（2024年４月１日

から2024年９月30日まで）に係る中間連結財務諸表、すなわち、中間連結貸借対照表、中間連結損益計算書、中間連結

包括利益計算書、中間連結キャッシュ・フロー計算書及び注記について期中レビューを行った。

当監査法人が実施した期中レビューにおいて、上記の中間連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる企業会計の基準に準拠して、ミアヘルサホールディングス株式会社及び連結子会社の2024年９月30日現在の財政状

態並びに同日をもって終了する中間連結会計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと

信じさせる事項が全ての重要な点において認められなかった。

 
監査人の結論の根拠

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる期中レビューの基準に準拠して期中レビューを行った。

期中レビューの基準における当監査法人の責任は、「中間連結財務諸表の期中レビューにおける監査人の責任」に記載

されている。当監査法人は、我が国における職業倫理に関する規定に従って、会社及び連結子会社から独立しており、

また、監査人としてのその他の倫理上の責任を果たしている。当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手した

と判断している。

 
中間連結財務諸表に対する経営者及び監査等委員会の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠して中間連結財務諸表を作成し

適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない中間連結財務諸表を作成し適正に表

示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

中間連結財務諸表を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき中間連結財務諸表を作成することが適切

であるかどうかを評価し、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に基づいて継続企業に関する事

項を開示する必要がある場合には当該事項を開示する責任がある。

 監査等委員会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視することにある。
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中間連結財務諸表の期中レビューにおける監査人の責任

監査人の責任は、監査人が実施した期中レビューに基づいて、期中レビュー報告書において独立の立場から中間連結

財務諸表に対する結論を表明することにある。

監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる期中レビューの基準に従って、期中レビューの過程を通じ

て、職業的専門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。

・　主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対する質問、分析的手続その他の期中レビュー

手続を実施する。期中レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施され

る年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

・　継続企業の前提に関する事項について、重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要な不確実性が認

められると判断した場合には、入手した証拠に基づき、中間連結財務諸表において、我が国において一般に公正妥当

と認められる企業会計の基準に準拠して、適正に表示されていないと信じさせる事項が認められないかどうか結論付

ける。また、継続企業の前提に関する重要な不確実性が認められる場合は、期中レビュー報告書において中間連結財

務諸表の注記事項に注意を喚起すること、又は重要な不確実性に関する中間連結財務諸表の注記事項が適切でない場

合は、中間連結財務諸表に対して限定付結論又は否定的結論を表明することが求められている。監査人の結論は、期

中レビュー報告書日までに入手した証拠に基づいているが、将来の事象や状況により、企業は継続企業として存続で

きなくなる可能性がある。

・　中間連結財務諸表の表示及び注記事項が、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠して

いないと信じさせる事項が認められないかどうかとともに、関連する注記事項を含めた中間連結財務諸表の表示、構

成及び内容、並びに中間連結財務諸表が基礎となる取引や会計事象を適正に表示していないと信じさせる事項が認め

られないかどうかを評価する。

・　中間連結財務諸表に対する結論を表明するために、会社及び連結子会社の財務情報に関する証拠を入手する。監査

人は、中間連結財務諸表の期中レビューに関する指示、監督及び実施に関して責任がある。監査人は、単独で監査人

の結論に対して責任を負う。

監査人は、監査等委員会に対して、計画した期中レビューの範囲とその実施時期、期中レビュー上の重要な発見事項

について報告を行う。

監査人は、監査等委員会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を遵守したこと、並びに

監査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去するための対応策を講じている場合又

は阻害要因を許容可能な水準にまで軽減するためのセーフガードを適用している場合はその内容について報告を行う。

 
 

利害関係

会社及び連結子会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はな

い。

 
以　上

 
 

(注) １．上記の期中レビュー報告書の原本は当社（半期報告書提出会社）が別途保管しております。

２．XBRLデータは期中レビューの対象には含まれていません。

 
 

EDINET提出書類

ミアヘルサホールディングス株式会社(E36714)

半期報告書

26/26


	表紙
	本文
	第一部企業情報
	第１企業の概況
	１主要な経営指標等の推移
	２事業の内容

	第２事業の状況
	１事業等のリスク
	２経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析
	３経営上の重要な契約等

	第３提出会社の状況
	１株式等の状況
	(1)株式の総数等
	①株式の総数
	②発行済株式

	(2)新株予約権等の状況
	①ストックオプション制度の内容
	②その他の新株予約権等の状況

	(3)行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等
	(4)発行済株式総数、資本金等の推移
	(5)大株主の状況
	(6)議決権の状況
	①発行済株式
	②自己株式等


	２役員の状況

	第４経理の状況
	１中間連結財務諸表
	(1)中間連結貸借対照表
	(2)中間連結損益計算書及び中間連結包括利益計算書
	中間連結損益計算書
	中間連結包括利益計算書

	(3)中間連結キャッシュ・フロー計算書
	注記事項
	セグメント情報


	２その他


	第二部提出会社の保証会社等の情報
	監査報告書

